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ている状態（C３）、草本層以外に上

層の階層がない状態（C４）の４段階

のカテゴリに目視で分類して記録し

た。なお、C１はギャップの辺縁部、

C２はギャップの辺縁部かギャップ内

の亜高木の下、C３は以前に植栽され

たブナなどの下、C４はギャップの中

心部にあたることが多かった。 

４ 解析 

ブナは一斉開葉型の樹種であるた

め（Kikuzawa 1983）、シュート長

は、前年の生育環境の影響を強く受ける。すなわち、植栽後２成長期が経過した2018年のシュート

長は、植栽された後の環境の影響を反映していると考えられる。そこで、2018年 10月まで生残して

いた苗を対象に、当年のシュート長に及ぼす影響を線形モデルによって評価した。応答変数は当年の

シュート長、説明変数は林冠状態、苗長とし、AICによって変数選択をおこなった。解析に当たって

は、R-3.5.0（R Core Team 2018）を使用した。 

 
ⅢⅢ  結結果果とと考考察察  

解析の結果、当年のシュート長には、高木層の発達している C１に正の、それ以外のサイトには負

の影響が認められた（表－２）。そして、草本層より上層の階層が発達していないC４の影響が最も大

きかった。植栽時の苗長の影響は選択されなかった。このことは、上位の階層が存在することで草本

層の繁茂が抑制され、ブナの成育に正の影響を及ぼすことを示していると考えられる。すなわち、下

刈りによる誤伐の多いブナの人工造林においては、ギャップ状の小面積伐採などにより高木層や亜高

木層を残して草本層を制御する方法が有効と考えられた。 
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表－２．植栽２成長期後の当年のシュート長に及ぼす 

苗サイズと林冠状態の影響（線形モデル）  

    係数推定値 標準誤差 

切片  21.02 1.67 

林冠状態 1) C１ C２ -2.77 3.67 
 C３ -0.02 8.17 
 C４ -5.35 2.11 

植栽時の苗長 - - 

AIC = 417.8 

1) 林冠状態は C１（高木層まで有り）を基準にした C２（亜

高木層まで有り）、C３（低木層まで有り）、C４（草本層まで

あり）のカテゴリ変数。 

再再造造林林地地ででタタララのの芽芽のの持持続続的的利利用用はは可可能能かか  

－－機機械械地地拵拵ええででタタララノノキキ増増産産－－  

大矢 信次郎（長野県林業総合センター） 

  

ⅠⅠ  ははじじめめにに  

これまで、当センターでは機械地拵えを中心とした造林コストの低減に取り組んできた。その結果、

緩傾斜～中傾斜地における地拵えのコストは、従来の人力地拵えに比べてバケット地拵え（写真－１）

で約７割、グラップル地拵えで約６割の削減が期待できることが判明した（大矢ら 2018）。また、バ

ケット及びグラップル地拵えによる表土（主にA0層）の移動・攪乱により競合植生の生育が抑制され、

下刈りコストが約４割～６割削減可能であることも明らかになった（大矢ら 2021）。これらの成果か

ら、一貫作業による機械地拵えを取り入れた再造林のコスト（地拵え～下刈りまで）は、従来型の再

造林作業に比べておよそ半分に減らせることが期待できた。本稿では、これらの研究から派生した研

究事例を報告する。 

 

ⅡⅡ  ななぜぜ「「ババケケッットト地地拵拵ええ」」でで「「タタララノノキキ」」がが増増産産ででききるるののかか 

機械地拵えの試験を行い、植栽木と競合植生の関係を調査しているうちに、特にバケット地拵えの

地拵え棚ではタラノキが多いことに気が付いた（写真－２）。そこで地拵えの種別（バケット地拵え、

グラップル地拵え、人力地拵え、無地拵え）ごとに、植栽面と地拵え棚のタラノキの発生密度を調査

した。その結果、バケット地拵えを行うと植栽面（地拵え面）にはタラノキはほとんど生えない一方、

地拵え棚には 12,000 本/ha 以上の密度でタラノキが発生していることが分かった（図－１）。また、

グラップル地拵えでは植栽面と棚の両方にタラノキが発生し、人力地拵えでは植栽面だけにタラノキ

が多く発生していた（表－１）。 

写真－１．バケット地拵えの様子 
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バケット地拵えでは、バケットの爪の部分で枝条を面的に寄せるが、その際に、土壌表層の腐植層

も一緒に棚に寄せることになる。腐植層には、様々な草本類や木本類の埋土種子や根系が含まれてお

り、それらが植栽面から排除されるため、植栽木周辺の競合植生は少なくなる一方で、バケット地拵

えの棚には様々な植物が集中的に生えてくる。そして数年後には、この中で成長が速いタラノキが地

拵え棚における優占種になりやすい、と考えられる。 

タラノキの若芽であるタラの芽は、「山菜の王様」と称され極めて人気が高い。そこで、タラノキを

活かすための施業技術を検討した。 
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図－１．地拵え方法ごとのタラノキ発生密度（地拵えから３年後） 

写真－２．バケット地拵えの棚に集中発生したタラノキ

表－１．地拵え方法ごとのタラノキ発生の特徴 

地拵え方法 タラノキ発生の特徴 タラノキ活用

バケット地拵え 棚に集中発生 ◎
グラップル地拵え 植栽面と棚に分散発生 ○

人力地拵え 植栽面には出るが、棚には出にくい △

無地拵え 少ない ×
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写真－２．バケット地拵えの棚に集中発生したタラノキ

表－１．地拵え方法ごとのタラノキ発生の特徴 

地拵え方法 タラノキ発生の特徴 タラノキ活用

バケット地拵え 棚に集中発生 ◎
グラップル地拵え 植栽面と棚に分散発生 ○

人力地拵え 植栽面には出るが、棚には出にくい △
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ⅢⅢ  タタララのの芽芽をを持持続続的的にに収収穫穫すするるたためめにに  

一般的な造林地では、植栽木と競合するタラノキは下刈りの対象となって刈られ、数年で絶えてし

まう。しかし、地拵え棚の中であれば植栽木から少し離れているため、タラノキと植栽木が共存でき

る可能性がある。ただしタラノキは３年程度で樹高が２ｍを超え、植栽木を被圧する恐れやタラの芽

の収穫がしづらくなるという不都合が生じる。タラノキを持続的に利用するためには、畑で栽培され

ているタラノキで行われているように、根元から「切返し」をする必要がある。そのため、造林地に

おけるタラノキの切返しの適期はいつなのか、またそれが下刈りの時期と兼ねられるのか調査した。

その結果、切り返しを５月中旬までに行うことによってタラノキの生存率が高まるとともに、当年秋

にはタラノキの樹高が50cm以上に再生することが確認できた（図－２）。可能であれば、タラの芽の

収穫が終わったら速やかに（または収穫と同時に）地際から切り返しを行うことが望ましい。なお、

夏に下刈りを兼ねてタラノキの切り返しを行うことは、翌年の収穫が期待できなくなるうえ株が枯れ

る可能性が高いため、避けた方がよいと考えられる。 

 

 

ⅣⅣ  タタララのの芽芽のの収収入入をを見見込込んんだだ再再造造林林経経費費のの試試算算  

では、造林地におけるタラの芽の収益は、どの程度期待できるのであろうか。バケット地拵えの棚

において、収穫適期の頂芽を１日のみ採取したところ、１ha あたり約 37kg の収量が得られた。これ

に東京卸売市場の平均単価を適用すると、約16万円/ha年の収入が見込める。これらの結果から、従

来の再造林と、バケット地拵え＋タラノキ活用の施業スケジュールを検討し（表－２）、地拵えから６

年間のバケット地拵え～下刈り＋タラノキ切返し費用とタラの芽収入（３年分）を試算した。その結

果、再造林費用は従来の約160万円/haから約52万円/haに低減された（図－３）。造林補助金（補助

率７割）を活用することによって、再造林費用を相殺することも十分可能と考えられる。その後も２

年ごとに切返しを行うことによって、持続的にタラの芽を収穫できる可能性がある。 

今後は、植栽木が林冠閉鎖するまでタラノキを管理しつつ、経過を継続的に調査する予定である。 
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図－３．従来型の再造林と一貫作業＋タラノキ活用型再造

林の収支比較（植栽６年目まで） 

タラノキ型 従来型 

０年目
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裸苗植 切切返返しし 切切返返しし
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表－２．タラノキを活用するための施業スケジュール 

タラノキ型 

従来型 


